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１ 趣旨 

 「大学のまち京都」が有する知の集積を活用し，未来の京都づくりに向けた政策を創造するための調査・

研究を行うとともに，最先端の研究に取り組む意欲ある若手研究者等の発掘・育成とネットワーク形成を

京都市と大学コンソーシアム京都の共同事業として実施する。 

２ 機能 

・「調査・研究機能」 

 ・「研究者発掘・育成機能（ネットワーク形成）」 

３ 事業スキーム 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

連絡調整 

調査・研究 
成果の報告 

 

事務局 
【プロジェクト・マネージャー等を配置】
・ 事業全体の企画運営 
・ 事業運営委員会の運営 
・ 公募助成の実施 
・ 調査・研究チームの設置，運営 
・ 研究者等の発掘・育成・ネットワ
ーク形成

総合企画局 
政策企画室 

・ 調査・研究テーマの検討 
・ 調査・研究成果の政策への反映 
・ 研究者等の発掘・育成・ネットワ

ーク形成のサポートと蓄積 
 

事業運営委員会 
（役 割）・事業運営全般に関する協議，決定  ・調査・研究テーマの決定 

・研究者の決定  ・調査・研究に対する助言          

ネットワークの形成 

◇ 調査・研究の内容を容易に活用できるようデータベース化し，広く研究成果の共有を図る。 

◇ 調査・研究に参画した人材によるネットワークを構築する。 

◇ 研究発表会や交流会を開催し，情報共有と相互交流の機会を提供する。 

 
調査・研究の実施 

◇ 調査・研究テーマは市政に必要な指定課題，公募により決定する自由課題及び過年度に

一定の成果を得たもので，さらに継続して調査・研究活動を行う継続課題とする。 

・ 指定課題：京都市が調査・研究を必要とする課題とし，当面，京都市基本計画「はば

たけ未来へ！京プラン」に掲げられた未来像・重点戦略を実現するための

政策課題を中心にテーマを設定 

・ 自由課題：京都市の政策に関わる課題で，研究者が行う先端の研究内容の提案を募集

・ 公募により研究者を募集し，個人又は共同で調査・研究を行う。 

・ 必要に応じ，研究者や市職員等から成る調査・研究チームを設置する。 

・ 継続課題：過年度に本事業で調査・研究を行って，一定の成果を得たもので，かつよ

り一層高いレベルの成果が期待できると認められるもの 

（調査・研究チーム） 

・応募研究者 ・市職員（テーマ関連所属） ・公募職員（政策企画室等） 

・実務者（ＮＰＯ等） ・経済人                      など 

  ◇ 政策評価結果の分析等（毎年度） 

京  都  市 大学コンソーシアム京都 共同事業 

研究費等の 
経費負担 

共同設置 

未来の京都創造研究事業の概要 


